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目的
1980年5月当センターにCCUが開設され、
昨年で17年間が経過した。17年間の急性
心筋梗塞の治療法の変遷と急性期予後につ
いて検討した。
対象及び方法
1980年5月から1996年12月迄にCCUに収
容したAMI　l444名を下記の4期にわけ検
討した。
1期　保存的治療が主体であった時期
　　（1980年～1988年）
2期　冠動脈内血栓溶解療法が主体とな
　　　つた時期（1989年～1990年）
3期　Primary　PTCAが主体となった時期
　　（1991年～1993年）
4期　救急救命士の制度が充実した時期
　　　（1994年～1996年）
収容患者数
　1期　512名、　2期　179名、
　3期　324名、　4期442名
死亡率
　1期　19％、
　3期　　5％、
2期　15％、
4期　12％
保存的治療よりも積極的に急性四駅灌流療
法を施行することで死亡率は低下した。し
かし、近年救急救命士制度の発達により、
CPAOAの急性心筋梗塞患者が病院に到着
可能となった。しかし、CPAOAでは再潮
流法を施行しても死亡率が高かった。今後、
院外での発症早期のbystander　CPRが必要
であると考えた。
〈目的〉メディカルリハビリテーションを実施し
ていくとき、それに関わる医療従事者の患者に対
する生活体としての意識や社会医学的な関心の低
さがリハビリテーションの連携推進を妨げること
があるが、これは医療に携わる者として必要な意
識や基礎知識が卒前教育として充分修得されてい
ないことによるのではないかと思われる。そこで
その実態を知るため、医学生ならびに看護学生の
リハビリテーションに関連する知識についての調
査を行い、両者の医療に対する意識の相違、医学
生における今後の教育のあり方を考察した。
〈対象および方法〉調査対象は本学医学生（医学
科5年生）、同看護学生（看護科3年生）で、調
査時期は医学生は平成1年度ならびに平成8年度
の臨床実習開始直前、看護学生は平成1年度の本
格的な臨床実習の直前である。調査方法はアンケ
ート方式で無記名とし、リハビリテーションに関
係する42項目の用語や事項を知っているか、知
らないかを答えさせ、その集計を検討した。
〈結果および考察〉医学生看護学生ともに半数以
上のものが知らないと答えた項目は、ROM、　QOL、
Brunnstrom、等知性収縮、廃用症候群、長谷川式
簡易スケール、ロフストランド杖、SLB（AFO）、特定治療材料
、障害者控除などであり、看護学生は知っている
が医学生は知らないのは、ADL、促通、　PT、　OT、
ST、　SW、自助具、育成医療などで、医学生は知っ
ているが看護学生は知らないものは、MP、　PIP、
DIP、痙性、低周波などであった。以上より看護
学生は患者の生活を評価援助するに必要な知識が
あるが、医学生では乏しく疾病主体の意識であっ
た。社会的に医療に対する意識変革が迫られるな
か卒前医学教育の見直しも必要である。
（21）
